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東

京

だ

ん

だ

ん

会

の

仲

間

九

人

で

今

春

、

隠

岐

・

松

江

を

三

泊

四

日

の

旅

を

し

た

。 

 

東
京
だ
ん
だ
ん
会
の
事 

初

耳

で

あ

ろ

う

こ

の

「

東

京

だ

ん

だ

ん

会

」

の

紹

介

を

さ

せ

て

頂

く

。

東

京

双

松

会

報

第

五

号

の

会

長

挨

拶

文

の

末

尾

に

松

高

一

期

生

の

皆

さ

ん

が

親

睦

を

深

め

る

為

に
「

隠

居

村

」

な

る

集

ま

り

を

結

成

さ

れ

た

と

紹

介

さ

れ

て

い

た

。 

「

東

京

だ

ん

だ

ん

会

」

も

ス

タ

ー

ト

時

は

二

期

中

心

の

集

団

だ

っ

た

が

そ

の

後

、

僅

か

ず

つ

若

返

り

が

進

行

し

つ

つ

あ

る

。

七

十

歳

を

超

え

る

と

極

端

に

同

期

会

も

参

加

が

減

っ

て

来

る

の

で

、

会

を

維

持

し

て

行

く

為

に

、

二

期

の

皆

さ

ん

は

年

次

の

近

い

気

心

の

知

れ

た

仲

間

に

も

声

を

掛

け

ら

れ

た

。 

そ

れ

と

二

〇

〇

七

年

秋

、

東

京

双

松

会

総

会

で

バ

レ

ー

部

の

歴

史

を

発

表

す

る

事

に

な

っ

た

時

バ

レ

ー

部

に

在

籍

し

た

仲

間

で

そ

の

前

年

か

ら

準

備

し

松

中

バ

レ

ー

部

創

部

以

来

の

歴

史

資

料

を

作

成

し

て

「

松

江

高

校

バ

レ

ー

部

の

歴

史

」

の

発

表

を

ス

ラ

イ

ド

で

さ

せ

て

戴

い

た

。

松

江

中

学

に

バ

レ

ー

を

導

入

し

た

昭

和

五

年

か

ら

始

ま

る

日

誌

、

写

真

、

戦

績

資

料

等

か

ら

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

し

て

載

せ

て

配

布

し

た

も

の

で

、

資

料

作

成

に

は

二

年

余

の

取

材

期

間

を

費

や

し

、

二

期

の

石

原

道

央

氏

を

中

心

に

、

県

女

時

代

の

バ

レ

ー

部

先

輩

に

も

声

を

掛

け

て

、

日

本

橋

島

根

館

隣

接

の

レ

ス

ト

ラ

ン

『

主

水

』

な

ど

で

協

議

や

会

食

を

続

け

な

が

ら

仕

上

げ

て

行

っ

た

。 

此

の

会

食

に

参

加

し

た

仲

間

が

二

期

の

有

志

の

方

々

の

グ

ル

ー

プ

に

加

わ

り

「

東

京

だ

ん

だ

ん

会

」

に

育

っ

て

来

た

。 

目

下

登

録

会

員

は

三

十

余

名

弱

で

ま

だ

広

く

募

集

中

で

す

。

ご

興

味

の

あ

る

方

は

お

声

を

掛

け

て

く

だ

さ

い

。 

春

の

花

見

シ

ー

ズ

ン

、

暑

気

払

い

、

忘

年

会

な

ど

年

に

三

回

程

懇

親

会

を

開

き

、

主

会

場

は

日

比

谷

の

鹿

鳴

館

の

在

っ

た

場

所

の

地

下

で

集

ま

っ

て

い

ま

す

。 

今

、
好

評

連

載

中

の

Ｎ

Ｈ

Ｋ

ド

ラ

マ
『

マ

ッ

サ

ン

』
こ

と

、

竹

鶴

政

孝

氏

が

育

て

た

ニ

ッ

カ

ウ

ヰ

ス

キ

ー

が

経

営

す

る

レ

ス

ト

ラ

ン

『

ウ

ス

ケ

ボ

ー

』

が

定

例

会

の

会

場

で

す

。

ウ

ス

ケ

ボ

ー

と

は

ケ

ル

ト

語

で

命

の

水

つ

ま

り

ウ

ヰ

ス

キ

ー

を

指

す

の

で

す

。 

会

員

に

二

名

の

隠

岐

出

身

の

メ

ン

バ

ー

が

居

る

事

も

あ

り

隠

岐

の

話

題

が

例

会

で

し

ば

し

ば

出

て

来

て

隠

岐

旅

行

に

発

展

、

九

名

で

実

施

し

た

も

の

で

す

。 

卒

業

後

、
松

江

を

離

れ

縁

遠

く

な

っ

た

人

も

少

な

く

な

い

。

松

江

か

ら

は

僅

か

の

距

離

だ

し

当

時

は

同

学

年

に

大

抵

隠

岐

出

身

者

も

在

学

し

て

い

た

の

に

、

そ

の

頃

は

気

軽

に

旅

を

楽



 

 

し

む

風

潮

は

無

く

生

徒

の

懐

も

余

裕

が

な

く

自

家

用

車

も

ま

だ

学

生

に

は

縁

遠

い

存

在

で

隠

岐

だ

け

で

な

く

、

津

和

野

、

石

見

銀

山

、

三

瓶

の

埋

没

林

な

ど

も

訪

ね

て

い

な

い

人

が

多

い

。 今

回

隠

岐

の

現

地

で

入

手

し

た

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

に

★

世

界

ジ

オ

パ

ー

ク

の

隠

岐

へ

行

っ

て

こ

そ

し

ま

ね

人

★

自

然

と

歴

史

と

人

情

の

世

界

認

定

の

島

へ

…

と

書

か

れ

て

い

た

。 

ジ

オ

パ

ー

ク

は

地

球

科

学

的

に

見

て

重

要

な

自

然

遺

産

を

含

む

自

然

に

親

し

む

た

め

の

公

園

と

の

事

。 

隠

岐

は

日

本

で

六

番

目

の

世

界

ジ

オ

パ

ー

ク

に

昨

年

認

定

さ

れ

た

こ

と

は

、

島

根

県

が

発

行

す

る

県

Ｐ

Ｒ

誌

シ

マ

ネ

ス

ク

で

知

っ

て

は

い

た

も

の

の

、

隠

岐

の

土

地

が

大

陸

と

地

続

き

で

あ

っ

た

事

や

、

日

本

列

島

と

も

地

続

き

で

あ

っ

た

事

、

隠

岐

諸

島

が

大

噴

火

の

火

口

の

外

輪

山

部

分

を

残

し

て

海

中

に

埋

没

し

て

形

成

さ

れ

た

事

な

ど

、

地

質

学

に

興

味

あ

る

事

実

が

見

ら

れ

、

独

自

の

生

態

系

、

歴

史

、

文

化

的

に

も

貴

重

と

認

め

ら

れ

た

事

が

認

定

の

要

素

で

在

る

事

は

今

度

の

訪

問

で

初

め

て

知

っ

た

。 
 

日

本

全

国

に

世

界

ジ

オ

パ

ー

ク

が

六

ケ

所

、

日

本

ジ

オ

パ

ー

ク

に

二

十

七

ケ

所

、

そ

れ

に

今

、

日

本

ジ

オ

パ

ー

ク

を

目

指

し

て

い

る

地

域

が

十

六

ケ

所

あ

っ

て

、

島

根

で

は

出

雲

地

区

も

そ

の

中

に

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

宍

道

湖

、

中

海

、

島

根

半

島

の

複

雑

な

海

岸

線

、

古

都

の

歴

史

と

文

化

な

ど

有

す

る

出

雲

地

区

は

有

望

で

は

な

か

ろ

う

か

と

思

え

ま

す

。 

 

隠
岐
二
泊
松
江
一
泊
の
旅 

今

回

、

隠

岐

二

泊

は

団

体

で

行

動

し

、

松

江

の

一

泊

は

幾

つ

か

の

グ

ル

ー

プ

や

個

人

で

行

動

し

、

帰

京

便

の

出

雲

空

港

で

ま

た

団

体

の

行

動

と

な

り

ま

し

た

。

隠

岐

で

の

旅

程

で

効

率

よ

く

見

学

す

る

為

に

、

羽

田

発

七

時

四

十

分

と

早

い

便

に

し

ま

し

た

。

出

雲

空

港

で

の

待

ち

時

間

も

わ

ず

か

で

正

午

に

は

隠

岐

空

港

へ

到

着

し

島

後

観

光

が

開

始

出

来

ま

し

た

。

出

雲

か

ら

隠

岐

空

港

へ

は

中

型

の

プ

ロ

ペ

ラ

機

が

就

航

し

て

お

り

、

プ

ロ

ペ

ラ

機

は

久

々

の

経

験

で

あ

っ

た

。 

観

光

案

内

で

利

用

し

た

タ

ク

シ

ー

は

島

後

も

島

前

も

九

人

乗

り

の

ジ

ャ

ン

ボ

タ

ク

シ

ー

が

最

大

定

員

。

九

人

で

観

光

を

実

施

し

た

我

々

に

は

個

人

負

担

の

単

価

面

で

好

都

合

だ

っ

た

。 

最

初

に

重

要

文

化

財

、

宇

治

川

の

先

陣

争

い

の

高

綱

を

遠

祖

と

す

る

古

民

家

佐

々

木

家

住

宅

を

訪

ね

、

律

令

以

来

の

駅

鈴

を

保

存

し

て

い

る

億

岐

家

や

玉

若

酢

命

神

社

の

前

は

素

通

り

国

分

寺

跡

を

訪

ね

た

。

当

時

の

歴

史

書

「

増

鏡

」

に

は

後

醍

醐

天

皇

の

行

在

所

が

隠

岐

国

分

寺

で

あ

っ

た

と

記

さ

れ

て

い

る

由

。

後

醍

醐

天

皇

の

行

在

所

跡

と

云

う

施

設

も

あ

る

し

国

分

寺

側

に

も

大

切

な

セ

ー

ル

ス

ポ

イ

ン

ト

で

譲

れ

な

い

。



 

 

学

者

間

で

も

論

争

が

あ

る

。

後

に

西

ノ

島

別

府

に

あ

る

黒

木

御

所

跡

を

訪

ね

解

説

受

け

る

と

、

私

に

は

ど

う

も

西

ノ

島

こ

そ

が

、

後

醍

醐

天

皇

行

在

所

と

思

わ

れ

た

。 

島

後

で

は

国

分

寺

を

訪

問

し

た

後

、

隠

岐

白

島

海

岸

を

遠

望

す

る

所

ま

で

行

っ

た

後

、

昼

食

だ

け

の

為

に

西

郷

へ

帰

っ

た

。

島

後

は

予

想

外

に

大

き

い

島

で

、

豊

か

な

自

然

は

楽

し

め

た

が

、

午

後

の

到

着

と

昼

食

を

摂

る

為

に

西

郷

ま

で

再

び

帰

っ

た

事

な

ど

何

か

と

歯

車

が

か

み

合

わ

ず

充

分

な

観

光

時

間

が

取

れ

ず

、

残

念

な

が

ら

沢

山

の

施

設

を

見

残

し

た

ま

ま

の

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

で

翌

朝

に

は

島

前

へ

移

動

し

た

。 

だ

が

夜

は

海

の

幸

と

地

酒

を

充

分

に

楽

し

め

た

。 

島

後

・

西

ノ

島

・

中

ノ

島

で

各

一

回

ジ

ャ

ン

ボ

タ

ク

シ

ー

観

光

を

し

た

が

、

正

直

な

感

想

を

言

え

ば

、

島

前

二

島

の

ガ

イ

ド

さ

ん

に

は

恵

ま

れ

た

も

の

の

、

島

後

は

同

乗

す

る

だ

け

で

踏

み

込

ん

だ

解

説

も

な

く

、
期

待

外

れ

の

ガ

イ

ド

だ

っ

た

。 

翌

日

の

朝

食

を

終

え

る

と

、

ホ

テ

ル

の

勧

め

も

あ

っ

て

急

遽

、

本

土

か

ら

の

フ

ェ

リ

ー

で

島

前

へ

移

動

、

船

引

運

河

、

由

良

姫

神

社

、
摩

天

崖

、
赤

尾

展

望

所

、
碧

風

館

、
観

音

岩

、

国

賀

海

岸

、

通

天

橋

、

西

ノ

島

故

郷

館

な

ど

盛

沢

山

の

名

所

の

案

内

受

け

た

。 

歴

史

、

地

理

、

其

の

他

万

般

に

博

識

な

ガ

イ

ド

氏

は

後

醍

醐

天

皇

の

行

在

所

に

関

し

増

鏡

の

記

載

に

は

否

定

的

で

西

ノ

島

黒

木

御

所

説

を

支

持

し

て

、

説

得

力

が

あ

っ

た

。

昨

日

昼

食

に

苦

労

し

た

こ

と

か

ら

、

予

約

し

て

置

い

た

の

で

、

昼

間

か

ら

焼

き

岩

牡

蠣

、

刺

身

、

カ

レ

イ

、

鯛

の

姿

焼

な

ど

和

室

の

家

庭

的

雰

囲

気

に

つ

つ

ま

れ

て

海

の

幸

を

堪

能

出

来

た

。 

別

府

港

は

到

着

早

々

大

雨

に

見

舞

わ

れ

た

が

、

観

光

協

会

が

全

員

分

の

傘

を

用

意

し

て

く

れ

た

し

、

事

務

所

に

は

ニ

ュ

ー

ジ

ラ

ン

ド

の

ロ

ト

ル

ア

か

ら

隠

岐

の

自

然

に

魅

せ

ら

れ

て

定

住

し

、

隠

岐

の

人

に

嫁

い

だ

ブ

ロ

ン

ド

の

女

性

が

達

者

な

日

本

語

で

親

切

に

世

話

を

焼

い

て

く

れ

た

。

ガ

イ

ド

兼

運

転

手

、

観

光

協

会

事

務

所

、

海

の

幸

の

三

食

な

ど

西

ノ

島

を

満

喫

し

、

分

刻

み

の

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

で

翌

日

は

後

鳥

羽

上

皇

が

十

九

年

を

過

ご

さ

れ

た

中

ノ

島

（

海

士

町

）

へ

も

渡

る

事

に

な

る

。 

隠

岐

お

き

諸

島

は

後

鳥

羽

上

皇

や

後

醍

醐

天

皇

の

他

に

も

剛

毅

で

多

才

な

小

野

篁

お

の

の

た

か

む

ら

も

一

時

流

刑

を

受

け

た

流

刑

地

で

も

あ

る

。

流

刑

は

当

時

律

令

で

定

め

ら

れ

た

五

刑
「

笞 ち

・
杖

じ
ょ
う

・
徒 ず

・
流 る

・

死 し

」

の

内

で

は

死

に

次

ぐ

重

刑

で

あ

る

。

さ

ら

に

は

流

刑

に

も

ラ

ン

ク

が

あ

っ

て

、

隠

岐

は

伊

豆

、

佐

渡

、

土

佐

と

共

に

遠

流

お

ん

る

の

刑

場

で

最

も

重

い

流

罪

で

あ

る

。

各

国

司

に

監

視

さ

せ

期

限

は

赦 し

ゃ

が

あ

る

ま

で

の

無

期

限

と

さ

れ

た

。

現

在

の

感

覚

で

は

、

隠

岐

諸

島

は

島

根

半

島

か

ら

指

呼

の

間

な

の

で

あ

る

の

だ

が

…

。 



 

 

後

醍

醐

天

皇

は

伯

耆

ほ

う

き

の

国

の

豪

族

、

名

和

長

年

の

助

け

で

隠

岐

を

脱

出

さ

れ

、

短

い

な

が

ら

建

武

の

新

政

を

敷

き

結

果

は

と

も

角

、

吉

野

朝

と

し

て

再

度

の

デ

ビ

ュ

ー

を

果

た

さ

れ

た

。

そ

れ

に

は

二

度

の

元

寇

で

幕

府

の

力

は

地

に

落

ち

、

国

中

の

武

士

に

不

満

が

充

ち

て

後

醍

醐

帝

シ

ン

パ

が

多

か

っ

た

事

に

も

よ

る

で

あ

ろ

う

。

百

十

年

前

の

承

久

の

変

の

当

時

は

北

条

義

時

の

権

力

が

確

立

し

た

ば

か

り

の

充

実

し

た

時

で

あ

っ

た

。
後

鳥

羽

上

皇

の

お

世

話

は

土

地

の

有

力

者

村

上

家

で

、

上

皇

は

こ

の

地

で

配

流

十

九

年

の

後

、

崩

御

さ

れ

た

。

配

流

さ

れ

て

の

ち

も

歌

道

は

続

け

ら

れ

、

隠

岐

本

新

古

今

集

が

成

っ

た

。 

我

こ

そ

は 

新

島

守

よ 

沖

の

磯

の 

荒

き

潮

風 

心

し

て

吹

け 

な

ど

、

こ

の

島

へ

来

ら

れ

て

か

ら

の

作

品

も

多

い

。

上

皇

の

歌

は

小

倉

百

人

一

首

に

は

九

十

九

番

に

入

っ

て

お

り

、

次

の

歌

で

あ

る

。 

人

も

を

し 

人

も

う

ら

め

し 

あ

じ

き

な

く 

世

を

思

ふ

ゆ

ゑ

に 

物

思

ふ

身

は 

良

く

も

悪

く

も

人

付

合

い

は

難

し

い

と

云

う

事

か

。 

藤

原

定

家

は

都

に

居

て

た

ぐ

い

稀

な

る

歌

人
「

後

鳥

羽

院

」

や

そ

の

子

で

英

邁

な

順

徳

院

の

歌

を

、

新

勅

撰

和

歌

集

に

ど

う

し

て

も

入

れ

た

か

っ

た

が

果

せ

な

か

っ

た

。 

承

久

の

変

の

後

に

配

流

さ

れ

た

身

の

後

鳥

羽

院

や

順

徳

院

の

歌

の

採

用

は

厳

し

い

鎌

倉

幕

府

に

配

慮

し

て

、

宮

仕

え

の

彼

に

は

出

来

な

い

相

談

だ

っ

た

。 

そ

こ

で

岳

父

の

山

荘

の

襖

を

飾

る

私

的

歌

集

と

言

わ

れ

る

『

小

倉

山

百

人

一

首

』

の

撰

歌

を

頼

ま

れ

た

折

に

掉

尾

ち

ょ

う

び

を

飾

る

意

味

で

九

十

九

番

と

百

番

に

両

院

の

歌

を

い

れ

て

歌

集

を

締

め

括く

く

っ

た

。 

後

鳥

羽

天

皇

の

最

後

は

承

久

の

変

の

敗

戦

で

隠

岐

へ

配

流

さ

れ

る

事

に

よ

っ

て

劇

的

な

終

末

と

な

っ

た

が

、

出

生

や

即

位

の

歴

史

も

ま

た

劇

的

で

あ

る

。 
 

 

上

皇

は

高

倉

天

皇

（

第

八

十

代

）

の

第

四

皇

子

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

平

清

盛

の

次

女

の

建

礼

門

院

徳

子

と

高

倉

天

皇

の

間

に

生

ま

れ

た

第

一

皇

子

が

壇

ノ

浦

に

於

い

て

平

家

一

門

と

入

水

さ

れ

た

悲

劇

の

安

徳

帝

（

第

八

十

一

代

）

だ

か

ら

、

後

鳥

羽

天

皇

（

第

八

十

二

代

）

は

腹

違

い

の

弟

に

あ

た

る

。 

木

曽

源

氏

に

都

を

追

わ

れ

平

家

一

門

は

安

徳

帝

を

奉

じ

て

西

へ

落

ち

延

び

都

は

天

皇

不

在

と

な

っ

た

。

そ

れ

故

、

の

ち

に

幼

い

後

鳥

羽

天

皇

に

都

の

新

し

い

主

と

し

て

の

出

番

が

到

来

し

た

の

で

あ

る

。 
そ

の

後

に

続

く

武

家

同

士

あ

る

い

は

朝

廷

と

の

勢

力

争

い

は

小

説

以

上

に

激

動

の

連

続

で

あ

る

。 

そ

ん

な

出

生

と

即

位

の

経

歴

が

あ

る

天

皇

に

は

才

能

も

勇

気

も

あ

り

隠

れ

た

シ

ン

パ

も

多

い

の

で

監

視

の

目

が

特

に

厳



 

 

し

か

っ

た

に

違

い

な

い

。 
配

流

さ

れ

て

後

、

隠

岐

院

と

称

さ

れ

、

更

に

没

せ

ら

れ

る

と

顕

徳

院

と

追

号

さ

れ

た

。 

し

か

し

其

の

後

に

種

々

の

怪

異

が

都

に

生

じ

た

の

で

、

怨

霊

の

た

た

り

と

恐

れ

る

巷

間

の

噂

に

朝

廷

は

後

鳥

羽

院

と

再

度

の

追

号

が

な

さ

れ

た

と

い

う

。 

隠

岐

で

お

世

話

を

し

た

の

は

土

地

の

豪

族

村

上

家

で

あ

る

。

京

都

と

の

パ

イ

プ

役

、
海

上

交

通

の

要

衝

と

し

て

財

を

な

し

、

江

戸

末

期

に

は

三

井

、

鴻

池

と

比

肩

す

る

長

者

と

し

て

番

付

に

天

野
（

海

士

の

）
助

九

郎

と

し

て

長

ら

く

名

前

を

連

ね

た

。 

百

人

一

首

に

は

流

刑

さ

れ

た

政

治

家

・

学

者

・

歌

人

の

小

野

篁

お
の
の
た
か
む
ら

（

参

議

篁

）

も

選

に

入

っ

て

居

る

。 

遣

唐

副

使

に

選

ば

れ

た

が

、

当

時

の

舟

と

航

海

技

術

や

気

象

知

識

で

の

渡

唐

は

命

が

け

の

事

で

、

二

度

の

渡

航

失

敗

を

重

ね

、

三

度

目

の

前

に

正

使

の

藤

原

常

嗣

つ

ね

つ

ぐ

が

破

損

続

き

の

自

分

の

舟

と

副

使

の

舟

と

の

交

換

を

仁

明

に

ん

み

ょ

う

天

皇

て

ん

の

う

に

願

い

出

て

許

可

を

受

け

て

し

ま

う

と

言

う

卑

劣

な

工

作

に

遭 あ

っ

た

。 

不

調

な

舟

で

長

期

の

航

海

は

危

険

極

ま

り

な

く

、

わ

が

身

可

愛

さ

に

常

嗣

が

権

力

を

弄 ろ

う

し

た

手

段

で

あ

っ

た

。

藤

原

氏

の

全

盛

時

代

の

事

で

あ

る

。 

篁

は

理

不

尽

な

駆

け

引

き

や

朝

廷

ト

ッ

プ

の

不

明

朗

な

措

置

に

我

慢

出

来

ず

、

仮

病

を

使

っ

て

乗

船

を

拒

否

、

且

つ

遣

唐

使

そ

の

も

の

を

風

刺

し

た

詩

文

を

書

い

た

の

で

そ

の

咎

で

官

位

を

剥

奪

さ

れ

、
隠

岐

の

島

へ

流

刑

さ

れ

る

事

と

な

っ

た

。

そ

の

時

の

摂

津

（

大

阪

）

船

出

の

時

に

歌

っ

た

の

が

… 

わ

た

の

原 

八

十

島

か

け

て 

漕

ぎ

出

で

ぬ

と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

人

に

は

告

げ

よ 
 

海

人

の

釣

舟 

で

あ

る

。 

当

時

、

都

か

ら

隠

岐

へ

行

く

に

も

摂

津

の

国

、

難

波

の

港

か

ら

一

部

瀬

戸

内

海

を

通

る

船

旅

で

あ

っ

た

。 

古

今

集

の

詞

書

こ

と

ば

が

き

に

は

「

隠

岐

の

国

へ

流

さ

れ

け

る

時

に

、

舟

に

乗

り

て

出

で

立

つ

と

て

、

京

な

る

人

の

も

と

に

遣

わ

し

け

る

」

と

あ

る

。

広

い

海

原

を

多

く

の

島

々

を

目

ざ

し

、

舟

を

こ

ぎ

出

し

て

行

っ

た

と

都

の

妻

の

も

と

へ

告

げ

て

お

く

れ

。

漁

師

の

釣

舟

よ

。 

と

言

っ

た

意

味

で

、
百

人

一

首

で

広

く

知

ら

れ

た

歌

で

あ

る

が

、

カ

ル

タ

競

技

と

し

て

は

上 か

み

の

句

の

六

字

目

で

や

っ

と

取

り

札

が

決

る

六

枚

し

か

な

い

札

の

う

ち

の

一

枚

で

あ

る

。 

篁

は

学

問

の

家

と

し

て

有

名

な

小

野

姓

で

父

も

学

者

で

参

議

で

あ

っ

た

。

参

議

は

位

階

で

い

え

ば

、

正

四

位

の

下 げ

、

太

政

官

の

高

官

で

閣

僚

ク

ラ

ス

。 

遣

隋

使

妹

子

い

も

こ

の

子

孫

で

、

書

で

有

名

な

小

野

道

風

も

、

六

歌

仙

の

一

人

で

美

人

の

誉

れ

高

い

小

野

小

町

も

孫

に

あ

た

る

と

言

わ

れ

て

い

る

。

日

本

の

最

初

の

法

典

「

大

宝

律

令

」

も

そ

れ

を

補

完

充

実

さ

せ

た

「

養

老

律

令

」

も

散

逸

し

て

今

は

無

い

が

、

篁
た
か
む
ら

等

が

、
養

老

律

令

の

注

釈

書

と

し

て

編

著

し

て



 

 

現

存

し

て

い

る
『

令
り
ょ
う

義

解

ぎ

の

げ

』
に

よ

り

全

貌

が

窺

い

知

れ

る

と

い

う

。 
昔

か

ら

政

治

は

権

謀

術

数

の

世

界

、

政

敵

、

宿

敵

を

無

き

も

の

に

す

る

為

に

多

く

の

貴

族

も

流

刑

に

あ

っ

て

居

る

。 

歴

史

も

海

の

幸

も

ジ

オ

パ

ー

ク

の

地

学

や

博

物

学

な

ど

で

も

隠

岐

は

興

味

深

く

て

、

前

出

の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

に

あ

っ

た

如

く

、『

世

界

ジ

オ

パ

ー

ク

へ

行

っ

て

こ

そ

島

根

人

』
は

本

当

だ

と

思

っ

た

。

も

っ

と

知

っ

て

み

た

い

隠

岐

で

あ

っ

た

。 

              

          
 

            

松 江 と 隠 岐 の 間 を 時 速  

７ ５ ｋ ｍ で 結 ぶ 水 中 翼

船  

     

後 鳥 羽 上 皇 を 祀 る 隠 岐

神 社  
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雲
空
港
か
ら
の
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野 坂 ・ 新 井 姉 妹 （ 旧 姓 平 石 ）  

出 雲 空 港 ・ 隠 岐 間 プ ロ ペ ラ 機  



 

 

                      

                 

 

地 酒 と 海 の 幸  

フ ェ リ ー 客 室  

四 種 の 通 船 利 用  

左 よ り 大 脇 （ ５ ） 西 村 （ ６ ） 今岡 （ ４ ） 小 林 （ ６ ） 石 原 （ ２ ）  

新 井 （ 旧 姓 平 石 ５ ） 野 坂 （ 同 ８） 小 林 （ 旧 姓 佐 藤 ９ ） 大 野 （ ４）  

              了  


